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廃棄物分別作業に時間が掛かって
データサイズ３００KB以上で鮮明な いたが、メンバー全員で様々な
写真を貼り付けて下さい。 視点で意見を出し、試行錯誤して
またはデータで添付してください。 作業時間を短縮できた事例です。
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矢崎部品㈱大浜工場は静岡県掛川市にあり、社是で

ある「世界とともにある企業」、「社会から必要とされる企

業」のもと、ものづくりで社会に貢献できるように生産活動

を続けて参りました。従業員数は約1,000名、主に自動

車部品を中心に生産しています。 

私たちCDサークルはJ/Bを生産する第2組立チームに

所属しており、主に高圧系ジャンクションブ
ロック、通称 JB を生産しています。高圧JBは 

ハイブリッド車やEV車に搭載されるとても重要な部品

です。 

CDサークルは男性7名、女性4名で構成されています。 

これまでは生産に関わるテーマを選定して活動していま

す。 

メンバーの年齢と経験年数も様々ですが、メンバー間でコミュ

ニケーションを取りながら活動しています。 

活動前は多くのメンバーがQC手法の使い方を理解し

ておらず、また自ら進んで改善する能力も低いため、C

ゾーンでした。今回の活動ではQC手法を経験者が若

手に教育したり、メンバーに役割を与えて、自ら考えて

改善できるスキルを身に着けることでサークルレベ
ルをBゾーンになることを目標にします。 

今回の活動ではサークルメンバーの弱みである『(ハ)QC

手法の使い方と活動結果のまとめ・発表】』、『(ホ)改善

技能・改善能力』の2点に重点を置き、全体のレベル

アップを図ることでBゾーンを目指します。 
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まず初めに活動テーマを選定しました。メンバーで意見や困りごとを出し

合った結果、4つのテーマ候補が挙がりました。各項目で評価した結果、

もっとも順位の高かった 「廃棄物処理時間の短縮」を活動
テーマに決定しました。このテーマは部の方針であるカーボンニュート

ラル推進に貢献します。 

各ラインごとに発生する廃棄物の種類と量を調査しました。 

その結果、Dラインが種類、量、共にもっとも多いことがわかりまし
た。 

続いて各ラインの廃棄物を処理する時間を調査しました。 

こちらもDラインがもっとも多い事がわかりました。 

よって廃棄物の発生量、時間共に最も多かったDラインから 
活動を始めることとしました。 

Dラインで発生する廃棄物は7種類あり、主に部品の梱包資材が廃棄

物として発生しています。廃棄手順としては生産終了時に廃棄物を集

荷、分別してから、集積場へ持っていき、廃棄されます。 

Dラインで発生する各廃棄物の処理手順を調べた結果、シール付き
ビニールのみ、テープ類と透明ビニールに分別していることが分
かりました。 

 

続いて、Dラインの廃棄物の廃棄作業に掛かっている時間を作業ごとに

調査した結果、シール切り取り作業に最も時間が掛かっており、
全体の89％以上を占めていることがわかりました。 

ここでシール切り取り作業について説明します。 

シール付ビニールは透明ビニールとテープ類に分別することで
廃棄物量を低減することができるため、切り取り作業を行っ
ています。 
これは廃棄物削減の為、チーム全体として 取り組んでいる活動です。 
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実際のシール切り取り作業にどのくらいの時間が掛かっているか、調査しま

した。 

その結果、平均で1枚当たり 20.35秒かかっており、早い人と遅
い人の差が、17.90秒も違うことがわかりました。 

現状調査から、今回の目標を設定しました。シール切り取り作業の遅い

人と早い人の差が17.9秒（57％）の為、早い人の改善も含め、1月
下旬までにシール切り取り作業時間を60%減少の8.14秒
まで削減することを今回の目標にします。 

今回の活動計画と実績です。 

メンバー全員で協力し、2月までに完了予定で進めました。 

メンバー間でQC手法を教え合ったり、メンバーが進んで発言や改善する

ように運営していきました。 

特性要因図を用いて要因調査を行いました。その結果、3つの要因が

抽出されました。 

  切り取り方法が決まっていない 
  他の道具を検討しなかった 
  利き腕が違う 
これら３つの要因について検証を行っていきます。 

【検証1 切り取り方法が決まっていない】 

切り取り方法が決まっていないないことで、作業者によって切り取り方の

違いがあるのではないかと推察しました。 

実際の切り取り方を調査した結果、早い人と遅い人では、切り取り
方に違いがある事が判明しました。 

シール切り取り作業が遅い作業者はラベルの周囲を一周回るように、

シールに沿って切り取っていました。一方、早い作業者は、切り始める前

にシールの中央で折り曲げてから、コの字上に切り取っていました。 

以上のことから、切り取り方法が決まっていないことで、違う切り
取り方をしていることが要因であると特定できました。 
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【検証2 他の道具を選定しなかった】 

切り取り用の道具としてハサミに決定した経緯を調査した結果、手近で

使いやすいということで安易に選定しており、そのほかの道具につ
いては検討していませんでした。 

 

そこで今回、ハサミ以外に切り取り作業につかえる道具をメンバーで協議

しました。その結果、メンバーから意見として挙げられた4つの候補、カッ
ター、ロータリーカッター、素手、シール剥がしについて、現状
のハサミと比較しながら、速度、出来栄え、安全性、費用でそれぞれ
検証しました。 

【道具の検証：作業速度】 

 作業速度では素手が最も早く、次にロータリーカッターの順にな
りました。 

 一方、シール剥がしはシールの粘着力が強く、シールが剥がれなかった

為、測定不可となりました。 

【道具の検証：出来栄え】 

切り取り作業の出来栄え（しっかりシールとビニールが分別できたか）を

確認した結果、カッターが最もきれいに切り取ることができ、シール
の周りにビニールの残りももっと少ないです。反対に素手はビニールがシー

ルの淵に多く残ってしまいました。 

【道具の検証：安全性】 

安全性の検証として各道具を使用した際にケガの発生する可能性、頻

度、重要性を検証しました。その結果、ロータリーカッターが最もリ
スクが低い結果となりました。 

【道具の検証：費用】 

各道具を導入した際に費用、ランニングコストを比較した結果、素手が
最も費用が掛からず、シール剥がしが最も費用が掛かることが判明し
ました。 
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以上の検証結果より、各検証項目の結果を5段階で評価した結果、

ロータリーカッターがもっとも評価が高く、現状のハサミより
も切り取り作業に適していると判断しました。 

【検証3 利き腕が違う】 

ハサミは全て右利き用のため、左利きの人は遅くなっているのではない

かと推察し、検証してみた結果、作業速度に差はありませんでした。

しかしヒアリングしてみるとやはり左利きの人はやりにくいと感じて
いるとのことでした。要因として特定はされませんでしたが、改善項目
として挙げることができました。 

要因の検証から特定された『切り取り方法が決まっていない』、『他の

道具を検討していなかった』の2つが要因と『利き腕が違う』の改善項

目について、対策案を検討しました。 

メンバーから挙げられた対策案を効果、コスト、安全性を評価し、評

価の高かった4つの対策を実施する事にしました。 

【対策1 ロータリカッターの導入】 

シール切り取り道具をはさみから、ロータリーカッターへ変
更しました。『重ねて切る方法の導入』、『回収BOX変更による位置

合わせ』、『アクリルカバーによる安全性向上』を行い、切り取り時間
が4.19秒/枚に削減することができました。 

【対策2 利き腕に依存しない作業方法の導入】 

利き腕に依存しない作業方法として、今回導入したロータリーカッ
ターの刃を左右に付け替えることで右利き、左利きに関係
なく、同等の作業ができるようになりました。 

 

【対策3 シール切り取り作業手順書の作成】 

ロータリーカッターによる作業手順書を作成し、作業方法を統
一します。作業方法の違いによる作業者間のバラツキを無くします。 
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以上の対策の結果、シール切り取り作業時間を1月までに
4.19秒/枚まで削減することができました。 

目標 8.14秒/枚に対し、実績 4.19秒/枚となり、目標達成です。 

1ヶ月あたりの廃棄物作業時間としては9.1時間の削減となります。 

効果金額の算出です。 

シール切り取り作業時間短縮による効果金額として、1ヶ月あたり2万

4480円となります。 

今回の活動でメンバーの弱みだったQC手法の使い方や改善能力をメ

ンバー間で教え合ったり、自分たちで検討したり改善することでメン
バー一人一人が成長でき、サークルレベルが上がり、Cゾー
ンからBゾーンになることができました。こちらも目標達成です。 

今回作成した、切り取り作業手順書を今後の教育資料として運
用していきます。また作業手順書を用いて作業者が正しい手
順を遵守できているか、定期的に確認します。 

ロータリーカッターの標準仕様として、安全性を考慮して使用しない時

に誤ってレバーを握っても刃が飛び出ないロック機能があるタイプを設定

しました。 

また作業前に事前点検を行い、道具や保護具の維持管理を図ります。 

今回の活動を通じてメンバー間でQC手法を教えながら活動したことで、

コミュニケーションも取れて職場の雰囲気が良くなりました。 

又、経験が少なかったメンバーもQC手法や改善活動を体験することが

できたことでサークルレベルだけでなく、サークル活動に対する意識
向上に繋がりました。今後も全員で積極的に取り組んでいきたいと
思います。 


